
 

 

 

 

 

 

 

 

 

山口県が設定した架け橋期のカリキュラムの「開発の方向性」及び「共通の視点例」は以

下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次ページから、令和 5年度幼児教育・保育長期研修生派遣園・在籍校 

作成・実践カリキュラムを事例として掲載しています。 なお、センターWeｂ 

ページには、令和 5年度以外の長期研修生派遣園・在籍校作成・実践カリ 

キュラムも掲載しております。 

架け橋期のカリキュラムとは 

【山口県の架け橋期のカリキュラム「開発の方向性」】 

○ 地域、園・小学校が創意工夫しながら、それぞれの特色を生かしてカリキュラムの作成

ができるようにする。 

○ 山口県における「共通の視点例」及び実践事例を示すことにより、各園・小学校、市町

が架け橋期のカリキュラムを作成する上での手掛かりとすることができるようにする。 

 

【山口県の架け橋期のカリキュラムの「共通の視点例」】 

○ 子どもたちの現状 

 ○ めざす子ども像（園・小学校・地域・家庭みんなで考える子ども像） 

 ○ 育みたい力（育みたい資質・能力、重点を置きたい１０の姿、ねらい 等） 

 ○ 育ちと学びのつながり（園での活動と小学校の学習のつながり） 

 ○ 人のつながり 

   ・ 子ども同士のつながり（交流活動 等） 

   ・ 先生同士のつながり（合同会議・研修会 等） 

   ・ 家庭とのつながり 

・ 地域とのつながり 

 ○ 指導上の配慮事項（「つながり」に関するもの） 

   ・ 先生の関わり 

   ・ 環境の構成  

幼児期から児童期の発達を見通しつつ、5歳児のカリキュラムと小学校

1年生のカリキュラムを一体的に捉え、地域の幼児教育・保育と小学校教

育の関係者が連携して作成するものです。 

40



 

 

内容項目を細かくせず、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を基に子ども

の姿のみを示すことで、各園の考えや特色ある取組を尊重し、どの園・小学校

でも活用できるようにしました。 

 

柳井市の枠となる

ものとして作成し

ました。めざす子

ども像も市内共通

のものです。 

カリキュラムのデータはこちら→ 

 

カラフルでかわ

いいデザイン☆

にし、架け橋期

がイメージでき

るようにしまし

た。また、「掲示

するなどしてい

つも手元に置い

てほしい」との

思いも込めまし

た。 

☆ 右の二次元

コードのデータ

はカラーになっ

ていますので、

ぜひご覧くださ

い。 

 

子どもの姿が、

「幼児期の終わ

りまでに育って

ほしい姿」とつ

ながっているの

かを確認できる

よう、番号を記

入しました。 

 

１年生前半期は、「～しようとする」という意欲目標としました。

そうすることで、子どもたちに、寄り添った支援や言葉がけができ

るようにしてほしいとの願いを込めています。 

架け橋期のカリキュラム例①「やない架け橋期のカリキュラム」 

吹き出しに、作成園・小学校が「架け橋期のカリキュラム」作

成に当たって大切にしたことや工夫点を示しています。 
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カリキュラムのデータはこちら→ 

➀（架け橋期にめざす子供

像）②（育みたい力）につ

いて話し合い、共通理解す

ることでそれぞれの教育・

保育実践へのつながりを考

えることができるようにし

ました。 

協議の中で園と小学校、互いが大切にしていると分かった「自分たちで考え判断することを繰り返すこと」「選ぶ場

面の設定」「分かち合い（振り返り）を大切にすること」を２年間貫く保育者の関わりとして記載しています。 

山口県の共通の視点例をもとに周南市が作成した枠を使用しました。 

園と小学校、互いの実践を

知り、聞き合うことができ

るように、園ではどのよう

な行事や同年齢グループの

保育を行っているかを記載

しました。同年齢クラスで

の保育は、内容によって３

つに分けて記載していま

す。 

校区内でずっと取り組んで

いる「小学校ちょこっと体

験」を交流の重点に置き、

互いに学びのある内容にな

るよう実践しようと共通理

解しました。 

架け橋期のカリキュラム例②－１「周南市幼保こ小の架け橋期のカリキュラム（園）」 

吹き出しに、作成園・小学校が「架け橋期のカリキュラム」作

成にあたって大切にしたことや工夫点を示しています。 

このカリキュラムの作成に当たっての実践例を P29～32に掲載しています！！ 

 

架
け
橋
期
の 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
例 
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カリキュラムのデータはこちら→ 

園と小学校がめざす子ども

像は、学校・地域連携カリ

キュラムにもつながってい

る部分があり、架け橋期の

学びが１８歳までの学びに

もつながる重要なものだと

伝わるように、中学校区の

カリキュラムも掲載しまし

た。 

協議の中で園と小学校、互いが大切にしていると分かった「自分たちで考え判断することを繰り返すこと」「選ぶ場

面の設定」「分かち合い（振り返り）を大切にすること」を２年間貫く教師の関わりとして記載しています。 

山口県の共通の視点例をもとに周南市が作成した枠を使用しました。 

小学校では、生活科を

中心にした合科的な学

びをデザインしている

ことが伝わるように

し、「振り返り（分か

ち合い）」に大切な、

国語科の「話す・聞

く」の単元も記載して

います。「どんなこと

を学習するのか」を伝

えるツールにもなって

います。 

校区内で長年取り組

んでいる「小学校ち

ょこっと体験」を１

年生の学びの集大成

とし、自分たちの成

長を振り返り、次の

学びへつなげられる

ような活動をめざし

ています。 

架け橋期のカリキュラム例②－２「周南市幼保こ小の架け橋期のカリキュラム（小学校）」 

吹き出しに、作成園・小学校が「架け橋期のカリキュラム」作

成に当たって大切にしたことや工夫点を示しています。 
このカリキュラムの作成に当たっての実践例を P29～32に掲載しています！！ 

 

架
け
橋
期
の 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
例 
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カリキュラムのデータはこちら→ 

 

架け橋期を通して

どのような子ども

を育てたいのかを

表す「めざす子ども

像」を決めること

で、共通の視点で同

じ小学校区の子ど

もたちを育成する

ことができると考

えました。 

 

以前作成されて

いた接続期のカ

リキュラムをも

とに、「人をつな

ぐ」ページと「学

びをつなぐ」ペー

ジに整理し、２枚

にまとめました。 

 
園では、家庭との連携を大切にしています。小学校でもできる家庭との連携を考え、

引き続き家庭と協力しながら子どもたちを育てていきたいと考えました。 

 

交流活動を中

心として、上

側が園、下側

が小学校の欄

として、保幼

小のつながり

が分かりやす

くなるように

ま と め ま し

た。 

架け橋期のカリキュラム例③－１「下関市川中小学校区架け橋期のカリキュラム（人をつなぐ）」 

吹き出しに、作成園・小学校が「架け橋期のカリキュラム」作

成に当たって大切にしたことや工夫点を示しています。 

 

架
け
橋
期
の 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
例 
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カリキュラムのデータはこちら→ 

 

園では、それぞれ特

色ある取組を行って

いるので、全てを載

せることは難しいと

考え、「小学校の教科

教育につながる活

動」に絞りました。

小学校へのつながり

とともに、それぞれ

の園での特色ある保

育を確認することも

できました。 

 

生活科を中心と

した、合科的・関

連的な指導を行

うに当たり、生

活科の単元、ね

らいを載せるこ

とで、見通しを

もって保育や授

業を行うことが

できると考えま

した。 

 

 

「学びをつなぐ」の

ページでは、主な行

事と園での活動内

容と小学校での教

科指導の内容につ

いて載せました。 

架け橋期のカリキュラム例③－２「下関市川中小学校区架け橋期のカリキュラム（学びをつなぐ）」 

吹き出しに、作成園・小学校が「架け橋期のカリキュラム」作

成に当たって大切にしたことや工夫点を示しています。 

 

架
け
橋
期
の 

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
例 
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